
 

 

 

 

 

 

 X線回折ハンドブック 

 リガク標準ステレオ投影図を計算する 
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概要 

リガクから支給されている［Ｘ線回折ハンドブック］には付録として標準ステレオ投影図が掲載されている。 

立方晶（００１），（１１０），（１１１），（１１２），（０１２）が収録されている。 

 この図と同様の図をＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエアで描画できる。 

しかし指数のマイナス表示は困難であるが、（１２３），（０１３），（１１３）もサポートされている。 

元々、単結晶の方位解析を目的に制作されているが任意方位の軸立ての必要性からステレオ投影図がサポート 

された。以下の図が表示される。コンピュータの性能にも関係するが３０秒程度で表示される。 

 

       Ｘ軸(beta=0) 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエア（ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤ） 

入力 

 指数選択 

 極点図選択（ＲＤ方向はＮｏｒｔｈ） 

 ラウエカメラデータ入力（ＲＤ方向Ｅａｓｔ） 

 ＲＡＳＣＯデータ入力（ＲＤ方向Ｓｏｕｔｈ） 

 

機能 

 ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞計算 

 任意方位の極点図描画（任意方位切り出し角度計算が可能） 

 



表示可能なステレオ投影図 

  

計算可能選択指数 

    

手入力指定で任意指数 

  

 

標準ステレオ投影図描画はＡｌｌを選択 

 更にＯｔｈｅｒで追加をＡｐｐｅｎｄ可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（００１）標準ステレオ投影図描画 

 指数００１を選択 

 

 ND方向と RD方向が表示される 

 

 



取付Ｍａｔｒｉｘの計算（calcMatrixは一度計算すると、非アクテブになりま） 

 

 

計算する指数を指定（Ａｌｌを指定） 

 

ステレオ投影図の表示 

 

以上で表示されます。 

 

 

 

 

 

 



Ｓｃｈｍｉｄ因子最大値（９，２，２０）方位の切り出し 
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｛１１１｝＜－１－１２＞と TDとの関係 

 

  

 


